
■ 演習 
     《１ｈ》

 セミナーで学んだ内容をベースに⾃社にあるデータの連係について（部署間、システム間）概
要書をまとめる。

<演習３>データ連携と業務の連携
 チーム間でデータを連携しながら業務を進める演習を実施する。その中でデータがどのような
状態になっていることが活⽤し易いのかを体験する。

■ データマネジ
    メント 
    《１.５ｈ》

データの品質管理
 ⽣産現場で活⽤するデータは⼀定以上の品質が確保されたもので、その品質管理としては信頼
度や鮮度が必要であることを解説する。

<演習２>データマネージメント
 ⽣産⼯程で必要とするデータを紐解き、どこの部署で必要とするデータかをまとめ、どこで保
存し、管理することが最適かをグループワークで検討する。

■ データ活⽤と
 業務の連携 
     《２ｈ》

社内データの統合と管理
 システム間のデータ連係を⾏うには、社内で扱うデータはきちんと管理されていなければなら
ないことを解説する。

IT新技術を活⽤したデータ活⽤
 最新のIT技術を（ITツール、AI、RPAなど）利⽤したデータ活⽤⽅法について事例を⽤いて解
説する。

データ管理のための統制
 収集したデータは企業にとって重要なデータであるため、データ管理⽅法の統制が必要にな
る。そのあり⽅について解説する。

データの収集と蓄積
 各⼯程で収集したデータと、その蓄積⽅法についてどのように管理するのかを解説する。

データの共有と連携
 ⾃⼯程で必要なデータが他⼯程でも必要とされることを解説し、そのデータに何か新しいデー
タを追加することで多くの⼯程で連携することを解説する。

データ活⽤による業務連携事例
 データは⼀つの部署だけではなく他の部署でも必要な場合もあり、またシステム間での連携も
重要になる。こうした内容について業務を通じて連携していくことを学習する。

Ａ08・A09 データ活⽤で進める業務連携
【受講対象】

種々たくさんあるデータから
活⽤すべきデータを

抽出したい⽅

知識を深めたい⽅、
活⽤⽅法を知りたい⽅

【概要】
 所有するデータを経営資源として管理し、活⽤することで、社内外の業務の連携を強
化できることを理解する。
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カリキュラム

■ データ活⽤の
  基本 
 
    《１.５ｈ》

データと情報の違い
 データと情報の基本的な内容を説明すると共に、⽣産現場では多種にわたるデータや情報が散
在することを理解する。

欲しい情報を得るためのデータ選別
 ⽣産現場には⼤量のデータが有り、実際に必要なデータとして、どういう基準で選別するかに
ついて具体的にデータを⽰しながら解説する。

<演習１>データ活⽤の基本
 ⽣産に必要なデータの棚卸しを⾏い、どのようなデータがあるのかを確認し、必要なデータが
すべて整っているのかを学習する。

データ活⽤のために必要なルール
 データを活⽤するために必要なルール（いつ、何を、どうやって など）について解説する。

データの種類と型、⼊⼒のルール
 会社の中には数多くのデータが有り、そのデータの種類について、分類すると同時に、データ
のタイプやその⼊⼒ルールについて解説する。


